
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

スマホやタブレットの持たせ方について 

校長 松永 裕幸 

早いもので２０２６年も、２か月が過ぎようとしています。3年生にとっては中学校生活もあとわずかとなりました。また、１・２年生
にとっても中学校生活はそんなに長い時間ではありません。まだまだ子供だと感じているかもしれませんが、あと数年すれば、成
人（１８歳）を迎え、それぞれが自立して巣立っていくことになります。体格は大人のようですが、成長しきれていない部分もまだま
だあります。私自身、三人の子育てをしていますが、このまま社会でやっていけるのだろうかと不安になります。同じようなことを不
安に思っている保護者の皆さんも多いのではないでしょうか。成人すれば、最終的には、子供を信じて子離れするしかないのです
が、残りの数年間で、身に付けさせたいと思うことがたくさんあると感じている方も多いことでしょう。体格や基礎学力など、十分
に育っている中学生がかなりの割合でいますが、「自立」出来る中学生はほとんどいません。それでは何が不足しているのでしょ
うか。 
体格的にも運動能力的にも、仮にやらせてみれば、ほとんどの中学生でも車の運転は出来るようになります。しかし、世界のほ

とんどの国は、車を運転することに対して年齢制限を法律でかけています。それは、運転する能力だけでは、安全を守ることがで
きないからです。単に知識や技能だけでなく、何かトラブルになった時の責任能力など、様々な対応力や、こうすればどうなるの
か、などの先を見越した判断力、つまり「人生経験」が圧倒的に不足しているからです。  
特に、この数年間で、SNS等の情報機器を介したトラブルが全国で多発しています。しかし本来、未成年者は、スマホなどの情

報機器を個人として契約することが出来ません。保護者の同意が必要となります。当然、親には監督責任が発生します。知識や
技能はあっても、責任能力や判断力など、様々な部分で未熟で成長段階である未成年者には、個人の責任として契約できない
のです。 
子供にスマホ等、情報機器を持たせている保護者の方々も多くいらっしゃると思います。親として、「監督責任」は果たせている

でしょうか。今一度、子供がどのような使い方をしているのかを確認してください。正しく使えるようになるまで、寄り添って教え導
いてあげてください。『信じている』という言葉が、大人の監督責任を十分に果たしていないと受け取られる可能性があります。安
全面のためにも、必要な見守りをお願いいたします。 
スマホを開発した、世界で誰よりもスマホについて深い理解のあるスティーブ・ジョブズは、自分の子供には個人で使えるスマ

ホやタブレットを１８歳まで与えなかったことを、親としてしっかりと考えていただければと思います。  
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吉井淳二記念大賞展 
 ２月１７日(火)・１９日(木)の２日間に分けて、１・２年生が末吉
総合体育館で開かれている吉井淳二記念大賞展に見学に行
きました。普段、間近で鑑賞することができない本格的な油絵
や大型の作品にふれることができました。また、中学生の部で
市長賞を受賞した久保田夕陽さん(１年)の作品をはじめとした
生徒の受賞作品も展示されていました。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第４３回吉井淳二記念大賞展 受賞者 
市長賞  １年 久保田夕陽 
優秀賞  ２年 落合珂心   ２年 松下愛尋  １年 西別府冬陽 
秀作賞  ２年 田中愛萌     １年 平野迅 
奨励賞  ３年 大瀬ひなた   １年 木村環那 
特  選  ２年 藤岡夕奈     １年 冨田瑠虹 
入  選  ３年 大川原幸助  ３年 濵田大和 
        ２年 中丸幸恵    ２年 内樹里奈 
        ２年 胡摩窪夢来  ２年 愛甲悠乃花 
        １年 松元愛蓮    １年 ＊＊＊＊ 
        １年 ＊＊＊＊     １年 室屋樹里 
        １年 山村暖和    １年 別府徠夢 

国際理解教育～カピックセンターへ～ 
２月３日(火)に２年生が国際理解 
教育の一環で鹿児島県アジア・太 
平洋農村研修センター（通称：カピ 
ックセンター）へ行きました。 
 研修では、青年海外協力隊の経 
験がある職員の方々から多くの話 
を聞きました。日本人という枠を超 
えて、地球に生きる人類の一人と 
して、どのように生きるかという問いについて考える機会になっ
たようです。「国際理解」という言葉よりも大きなスケールで人と
人、人と自然のつながりについて勉強することができました。民
族衣装体験では、韓国やカザフスタン、ブータンなど…様々な国
の衣装を着ることができました。 
 

昔のあそびを北俣社協の方々と 
 ２月１４日(土)の午後実施された、１年生 
と北俣社協の方々との昔遊び交流。竹馬、 
フラフープ、けん玉、缶ぽっくりを時間いっ 
ぱい楽しみました。北俣社協のみなさん、 
ありがとうございました。 

ダンス発表会～体育の授業にて～ 
 ２月５日(木)５・６時間目に全校 
ダンス発表会が行われました。１年 
生から３年生までそれぞれ体育の授 
業で練習を重ねた成果をバッチリ発 
表できました。保護者の方々もたく 
さん参観されました。 

薬物乱用防止教室 
 ２月 9 日(月)に学校薬剤師の塚野先生をお招きし、薬物乱

用防止教室を行いました。オーバードーズ(OD)や覚せい剤 
の使用について、被害の実際と普 
段の生活で気を付けることを学 
びました。都城市での中学生の大 
麻所持による例を取り上げ、薬物 
乱用への断り方もロールプレイ 
を行い考えることができました。 
保護者の方々の参加もありました。 


